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流通とＳＣ・私の視点 

2007 年６月 30 日 
 

Ｉ Ｓaw Ａll Ａmerica（その 106）!! 
 

― アメリカのシューズ業界のカテゴリー分析 ― 

 

アメリカのシューズ業界を｢ファッション軸｣と｢スポーツ軸｣マトリックスで分析すると次のようになり

ます（六車流：流通理論）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シューズ業界を｢ファッション軸｣と｢スポーツ軸｣で分析する場合の基軸業態(本来の固有の特性を持って

いるシューズの店)は、｢フットロッカー｣(シューズの売上高 6,426 億円のスポーツ・シューズの店)で、ス

ポーツ軸の強い企業は、｢ディックス｣｢バスプロショップス｣｢ＲＥＩ｣の新スポーツのメガストアの御三家と

｢スポーツオーソリティ｣｢スポーツマート｣｢オシュマンズ｣の旧スポーツのメガストアの御三家です。ファッ

ション軸の高い店として｢デザイナーズブランド｣(有名デザイナーのブランドショップ)や｢ニーマンマーカ

ス｣(高級百貨店)や｢ノードストロム｣(シューズに強い百貨店)や｢スティーブン・マッデン｣(21 歳前後の女

性向けシューズの店。上げ底シューズの火付け役の店)や｢ケニス・コール｣(シューズ、バッグ、アクセサリ

ー、アパレルの店。婦人靴ブランドとして創業された店)があります。 

ファッション性とスポーツ性の両面を持っている店は｢ナイキ｣及び｢ナイキ･ウィメン｣(総合スポーツの

店、特にシューズが強い店)で、他に｢アディダス｣や｢スティーブ＆バリーズ｣(超低価格のスポーツ・ファッ

ションの店)があります。また、｢ウォーキング・カンパニー｣(ウォーキングシューズ＆アクセサリーの店)

もファッション性とスポーツ性の中間に位置づけられます。 

シューズは、業態的に、百貨店やＰＤＳ(プロモーショナル・デパートメント・ストア)の総合業態グルー

プと、ファッション・シューズ専門店グループと、スポーツ・シューズ専門店と、スポーツ＆アウトドアの

大型専門店に４区分されています。 
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　　　　　　　　　　　　　（株）ダイナミックマーケティング社
「流通と私の視点」をご覧いただきありがとうございます
タイトル部の赤色のカッコ内をクリックすると、弊社ＴＯＰページへ移動します。その他たくさんの「私の視点」がご覧になれますよ！流通・ＳＣに関する情報も満載です！！
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